
No. ２７５３
御前山シリーズ第１弾
御春山～綱之上御前山

実施日 ２０１５年１１月２９日（日）
天 候 晴
リーダー 一柳 昭
Ｓ Ｌ 中村友子、瀧澤きよの
参加者 齋恵美子､服部美千代､一柳

昭､涌井良明､石附智江､中村
友子､伊藤久雄､石原勝正､岩
崎陽子､関塚七海､瀧澤きよ
の､平川清秋､宮崎敏男､向山
博子､平川鋼一､吉澤秀昭､関
口明男､山崎雄也､東郷忠博､
Ｇ（田中志歩） 計２０名

費 用 高尾駅－四方津駅 410円 梁
川駅－高尾駅 410 計8 2 0円

タイム 四方津駅(9:26∼9:43)大野貯水池
(10:12∼10:20)展望台(10:30)御
春山(10:56∼11:10)南米沢峠(11:
18)綱之上御前山(12:14∼13:00)
梁川分岐(13:15)送電鉄塔(13:2
6)梁川駅(13:34∼13:58)

中央線の四方津駅、梁川駅周辺には
綱之上御前山、斧窪御前山、四方津御
前山、鶴島御前山、栃穴御前山の５つ
の御前山があります。この一帯は戦国
時代には「のろし台」として使われた
低山でそれぞれの集落のあった地名を
つけて〇〇御前山としています。
今回は御前山シリーズ第１弾として
御春山～網之上御前山を歩ました。反
対の梁川駅から歩くコースだと網之上
御前山の下りが危ないので逆に歩くこ

とにしました。
四方津駅に９

時 ２ ６ 分 に 着
く。大野貯水池
までのバスは御
前中は８時３４

分発しかないので遠方の方に少しでもゆ
っくりできるように集合時間を１時間遅
らし駅から歩く
ことにした。
のんびりと車
道を歩き３０
分ほどで大野
貯水池に着い
た。ここは桜の名所で観光客や地元の

方が沢山訪れ
るそうです。
ここから本日
歩く展望台や
御春山が目の
前に見えます。
大野ダムの

上を進み舗装路を登って行くと登山
道に入りすぐに展望台に着く。ここ
からは何度も登ったことがある甲東
不老山、権現山、扇山などが見える。
ここから一旦下
るが雑木林を登
り返すと御春山
（おはんなやま）
に着きます。春
と書いて「はん
な」と読むのはどういう訳かを色々調
べてみたが判りませんでした。

ここで大休
止をとり展
望を楽しみ
ました。こ
こから南米
沢峠（なべ
ざわとうげ）

まではわけなく着きました。
２０年近く前に友人と２人で梁川駅

－網之上御前山－南米沢峠－御春山－



大野貯水池を歩く予定だったが南米沢峠
－御春山間が笹藪で通行が困難だったた
めルートを変更したことがあった。

現在は上野原
市が大野貯水
池周辺登山道
整備事業（大
野貯水池－御
春山－南米沢

峠－大野貯水池の大野貯水池周辺登山
道）として１２００万円をかけて登山
道を整備された。以前と比べて笹藪は
なくなり、道が拡張されすっかり観光
登山道になってしまった。
会報に「前半

はのんびり、後
半は歩きであり
ます。」と書き
ましたが、まさ
にここからが本
当の山道です。背丈を越えるシノザサ
の道を３０分ほど歩くと４７０ｍ峰を左
折し鞍部から徐々に傾斜がきつくなって

いく。
尾根に乗っ

て鞍部へ下る
と目の前に岩
尾根が立ちは
だかります。

これを越えるのは危険なので左から回
り込んで登り登り切ると次の岩が多い
尾根を這うよ
うにして登り
きりしばらく
行く網之上御
前山（つなの
うえごぜんや

ま、別名「寺山」）
に着きました。
ここからは権現
山、扇山、笹尾根
が見えます。
山頂で昼食をとるがこぶし会の２０名
で一杯だがマイナーな山は他の人が来な

いのでのん
びりできま
した。
梁川駅まで
の下りは楽
な道だか所
々道が判り

にくくなっているが下見に来たときに赤テ
ープを付けていたので迷うことはなかった。
梁川駅で解散と
なったが向山博
子さん、平川鋼
一さん、吉澤秀
昭さん、関口明
男さん、山崎雄
也さん、東郷忠博さんの６名が入会し
ていただき年末に大勢のお仲間が増え
ました。
今後、御前山シリーズとして他の御
前山も計画しますのでご期待下さい。

（記・一柳 昭）
（写真提供・涌井良明／石原勝正）


